
日本医療研究開発機構(AMED)委託研究 

公開シンポジウム 

「東アジア伝統医学をめぐる国際化・標準化の動向」 
 

日時：平成 30 年 12月９日日曜日 13:00-17:00 

場所：東京八重洲ホール B2 ホール 

【プログラム】 

13:00-13:10 「ISO/TC249およびWHOでの ICD-11 関連」：並木隆雄（研究代表者） 

 

13:10-13:40 講演① 

演者：新井 一郎 （日本薬科大学 教授） 

演題：「漢方薬・生薬領域の国際標準化」 

 

13:40-14:10 講演② 

演者：形井 秀一 （筑波技術大学 名誉教授） 

演題：「鍼灸領域の安全性と機器規格について」 

 

14:10-14:20 休憩 

 

14:20-14:50 講演③ 

演者：並木 隆雄 （千葉大学 准教授） 

演題：「漢方領域の診断機器の規格と安全性について」 

 

14:50-15:20 講演④ 

演者：伊藤 隆 (東京女子医科大学 教授) 

演題：「ISO/TC249および ISO/TC215における用語の国際規格策定に資する調査研究」 

 

15:20-15:30 休憩 

 

15:30-16:30 総合討論 

座長：（分担研究者） 

シンポジスト：外部識者、分担研究者、研究協力者、JLOM 関係者 
 

16:30-16:40 休憩 

 

16:40-17:00 まとめ 


